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鎮静管理基準
鎮静管理基準

1鎮 静中は目標鎮静レヘルの指示がない場合 〔い'、 一 てコノトロールする

解離性大動脈瘤て降圧療法中の場合には 鎮静レヘルの指Tをrず 確認する
2投 与している鎮静剤の、最大投与量と最小投与量の確耀を何う.
3ホ ーラス投与の指示が出ている場合には,RASS十2以 上の場合に実施する。

たたし 以下の場合にはこの限りではない。

苦痛の自覚がある場合 ファイティノグが生している場合
覚醒によりハイタルサインの変動が認められる場合

4ボ ーラス投与前後のRASSを 電子カルテに記録する。
らRASSは ヨロキのお　し ロヂカルテに　ほする
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・管 理 基 準 使 用 に よ る悶 題 点

日スコアリングの際に身体劇激を加えることで、循環動態

の変勤を来たす斑能性があり、評緬タイミングが難しい。

覇再手徳の斑能姓がある場合や、補勘循環使用などの

ハイ1ノスク症例では、飛ASSの スコアのみで鎮静鋼の投

尋髭を変更することは霞難。

な鎮静讐理 レベルを維持できていても、漁厩が穣標儀下.
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結論
.,の 導入により、鎮静深度を明確にすることがで

きた。

・安全で適切な鎮静管理を行 うためには、翌遮鎮静深
度に対する見解を統一する必要がある。

｠鎮 静管理基準を使用するにあたサ、中止基準や轟難

的なトラブルシューティングについての提承露鞭 鞭.
ある 蟻 轟

;.._a.__垂 縫験が霊ね 馬塑 薮藍 糠 総 鎌

灘懸霧 黙驚 二i難灘励輪 岨 焼鰻 轟蝋轟 一

一58一




